






































































もおほきにや」 、 「まして此記は、十が八九バつくり事にや」と評される『太平記』の六波羅合戦に関する叙述に見える但馬宮令旨の存在は、他史料から裏付けることができ のであろうか。　
そこで、まず、但馬宮（四宮）に関する記載がある記録・文書







































































































ある「令旨」は大塔宮令旨であると考えられるが、これは、 『和田文書』 楠木正成申状」 （元弘四年）
*15に、 「和泉国みきたのすりのす



















































容的には令旨と言い得るものであるが、書式において令旨としての体裁をなしていない。その上、宛所を「清水寺衆徒御中」と書くのは異例であり、そもそも文章が稚拙にして粗野である。 「為寺中灰燼之地候」 の部分は、 「寺中灰燼の地たるべく （となるべく）候」または「寺中 灰燼の地 なすべく候」の、いずれの読み方も可能であるが、 前者ならば 「宮の世にならなければ、 幕府によって寺中は灰燼の地となるであろう」と 解釈される。しか 、その場合、本文は「寺中可為灰燼之地候 ある きであろう。尤も、本文書はもとより稚拙な文章である で、そこまで深く考える必要はないのか 知れない。一方、後者ならば まぎれもな威嚇文言となる。　
河村昭一氏は威嚇文言として解釈し、本文書について、 「 寺を




質の文書群である。よって、たとい偽 で るとしても、少なくとも後世の偽作ではない。そもそ 播磨清水寺がこのよう文書を偽作する必然性 、全くない。従って、本文書 、真（もしくは真文書の案文） であると見るべきである。本文書が 『鎌
倉遺文』に載せられたのも、そのためであろう。　
本文書の名称は、 『鎌倉遺文』 では 「大塔宮 （護良親王） 令旨 （？）















る本文書の解説に、 「 「宮」は「征伐六波羅之時」 文言から大塔宮護良親王と考えられる」とあるように、大塔宮に比定されている。　
大塔宮令旨は、現在、播磨清水寺に伝存していないが、かつて











































永仁元年（一二九三）九月十二日、鎌倉幕府は、同庄の雑掌行如と地頭大田左衛門太郎政頼との相論を裁定する中で 同庄内の 「清水寺畠」 に対する地頭の主張を退け、 領家の支配権を認めた
*29。従っ












氏に率いられた反幕府勢 、既に兵庫・尼崎方面において六波羅軍、 阿波の小笠原軍との間に死闘を重ねていた。一方、 但馬宮（四宮）を奉じた但馬国守護の太田氏が丹波国篠村で千種忠顕の六波羅攻撃軍に合流したのは、それよりも約一箇月後である 考えられる。なぜなら、既述 『太平記』巻第八によると、篠山の千種忠顕のもとに参会した但馬宮が篠村を出立し、西山峰堂に陣を張ったのが四月二日であるからである。　
ところで、但馬宮（四宮） ・太田氏に率いられて六波羅攻め




旨を下されていた小田井大社の「社司・神官等が神木を捧げ、伯耆国舩上に馳せ参じ」 と共に、 四 の御手の当国 守護、大田新左衛門尉に就きて軍忠を致」し ことが知られる。ここから、太田氏も、同様に大塔宮令旨を受けており、船上山の後醍醐天皇
とも密接に連絡を取り合っていたことが窺われる。　
以上より、次のように推測することが可能であろう。即ち、 《小























ていた雅成親王 曾孫である 筆者の推測は、本稿において論じられた諸問題とも矛盾せず、その蓋然性は更に高 たのではないかと思われる。しかし、依然 れは推測の域を出ておらず、確乎たる史料的根拠があるわけではない。　
但馬宮（四宮）をめぐっては、但馬国守護太田氏に関する更な










































































































臨川書店、一九八四年三月）に収録されている、 『日御碕神社文書』 （簸川郡大社町日御碕神社所蔵）に、六波羅攻めに関する文書はなく、 『小野文書』 （簸川郡大社町日御碕
 小野勝彬所蔵）の元弘三年四月日付「日置







































和田修理亮（助家）館 書止 言は「二品親王令旨如此、仍執達如件」 。*17　『禰寝文書』元弘三年六月十五日付「尊良親王令旨」 （ 『鎌倉遺文』第三二二七九号文書） 、 『肥後相良文書 元弘三年六月十六日付「尊良親王令旨」 （ 『鎌倉遺文』第三二二八二Ｂ号文書 、 『土佐国古 叢』三所収
 元
















































160頁、 播磨加東地区 『清水寺文書』 第三〇号文書 「某
宮令旨添状案」
　　　




一九九〇年六月） 二〇九頁、 第三二〇四〇号文書 「大塔宮 （護良親王）令旨（？）案」
　　　



















































































































On the Ryouji Edict of Tajima-no-miya
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